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※お手数をおかけ致しますが、掲載紙・誌を
お送りくださいますようお願い申し上げます。
掲載部分をファクシミリにてお送りいただい
ても結構です。

プレスリリース

ＳＣ販売統計調査報告2021年4月

既存SC前年同月比 ：＋１４１．２％

前年の反動増も、緊急事態宣言等の発出で通常営業に大きな制限がかかり、厳しい状況が続く

＜ 2021年4月度・全体概況＞

• 前年４月に第１回目の緊急事態宣言が発出され、全国的に自主休業を行ったSCが多かった反動もあり、4月度の既存SC売上高（総合）

は、前年同月比141.2％と大幅なプラスとなった。しかし、コロナ禍前の前々年同月比では▲24.8％と依然として厳しい状況が続いている。

これはまん延防止等重点措置や第３回目の緊急事態宣言発出により、時短営業や休業を行ったことが要因となっている。

• 立地別では、中心地域・総合が前年同月比210.9％（前々年比▲33.6％）、周辺地域・総合が同121.3％（同▲20.6％）となった。中心地域

は周辺地域の２倍近い伸び率であるが、広域移動を伴う利用者が主な来館者である中心地域の苦戦傾向に変わりはなく、前々年比では

周辺地域よりもマイナス幅が大きい。

構成別では、緊急事態宣言下で「生活必需対象外」とされ、休業を余儀なくされたテナントが苦戦を強いられた（前々年比▲27.6％）。

• 立地別・地域別では、総合で前年同月比の伸び率が3桁となったのは、北海道（＋118.3％）、関東（＋175.7％）、中部（＋143.3％）、近畿

（＋109.0％）、九州・沖縄（＋135.9％）の5地域だった。いずれも前年4月の大幅なマイナスからの反動増である。

前々年比でみると近畿が▲32.7％と最も悪く、特に中心地域が▲50.7％と売上が半減している。これは大阪府と兵庫県において4月5日

からまん延防止等重点措置により時短営業を行ったことに加え、大阪府では、25日からの緊急事態宣言で、営業継続ができる「生活必需

品」の対象が食料品・医薬品等と、他自治体よりも厳しく限定されたことが大きな要因となった。

• 都市規模別・地域別では、総合で大都市が前年同月比165.7%（前々年比▲31.7%）、その他の地域が同127.7%（同▲19.6%）。大都市

で前々年を30%超下回るとともに、その他の地域でも20%近い落ち込みで全国的に厳しい状況だった。特に、5日からまん延防止等重点

措置の対象となり通常営業に制限のかかった仙台市（前々年比▲38.5％）、大阪市（同▲47.6％）、神戸市（同▲33.2％）が厳しい状況と

なった。

• 業種別では、時短営業に加え酒類の提供も禁止された飲食店舗への影響が甚大であり、月後半からの大型連休で営業ができなかったシ

ネマ等のサービス店舗も打撃を受けた。

以上
この件に関するお問合わせは 情報企画部：金田・菰田・髙田

ＴＥＬ：０３－５６１５－８５２４

広報担当：髙田・村松・瀧澤・浅田
Tel.03-5615-8524／Fax 03-5615-8539
Mail.

（参考：既存ＳＣ前々年同月比 ：▲２４．８％）
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